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平成 31年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 31日実施） 

（平成 28 年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 29日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

柔軟な学びのシ

ステムを活かし

た教育課程の編

成を推進する。 

 

 

生徒が主体的に

学び、学力の定

着が図れるよう

な授業を実現す

るための研究を

推進する。 

 

①新学習指導要

領の趣旨を踏ま

えた、新教育課

程の編成を構築

する。 

 

②生徒が主体的

に学べるための

授業研究を行

う。 

 

 

・ＩＣＴ機器等

を利活用するこ

とで、さらに分

かりやすい授業

の 実 現 を 目 指

す。 

①学校目標を踏まえ、本

校に相応しい新教育課程

の編成を、教科横断的な

視点を持ち、各教科との

調整をはかる。 

 

②各教科を中心に、授業

形態の研究を継続すると

ともに、教科を越えた授

業互見をとおして、生徒

が達成感をえられる授業

を行う。 

・ＩＣＴを利活用し、教

員間で連携・共有を図り

ながら「わかる・でき

る」授業を目指すととも

に、ＢＹＯＤ回線を利活

用した効果的な授業展開

を実践する。 

①各教科からの意

見の集約と調整が

はかれたか。 

 

 

 

②科目担当者間で

の充実した討議お

よび教科を越えた

情報交換ができた

か。 

 

・ＩＣＴを利活用

した授業例や教材

等を教員間で共有

しながら授業改善

ができたか。 

①各教科におい

て検討の機会を

持ち、意見の調

整を図ることは

できなかった。 

 

②教科を越えた

授業互見や一斉

教科会を通じて

定期的に討議を

重ねた結果、授

業展開の中で生

徒がどのように

考えているかを

再確認すること

ができた。 

①検討日程を、全体に

対して提示し、新教育

課程を教職員一体で考

える体制を確立し、検

討を進めたい。 

 

②他教科の授業互見で

得られた成果を中心に

一斉教科会で討議した

が、その成果を科目担

当者間で深めるにはさ

らなる研究の必要があ

ると思われる。来年

度、職員全体でこの点

を考えて行きたい。 

・授業互見や教科会

での検討を通じ、生

徒の施行の確認がで

きたことなどは重要

な成果であった。 

 

・ICTの活用や BYOD

回線を利用した授業

など先進的な取組が

行われた。 

・新教育課程の編成に

向けて、学校全体を見

据えた意見の集約等を

行う必要性が認識され

た。 

 

・ICT利活用は全体的

に向上するも BYODに

ついては発展途上の状

態である。 

・令和３年３月を目

標に、新教育課程の

検討主体の確立を目

指していく。 

 

 

・ICT、BYODについて

今後も勉強会をすす

め授業の充実を図っ

ていく。 

２ 生徒指導・支援 

多様な課題を抱

える生徒に対応

するため指導、

支援体制の充実

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校行事を通し

て生徒の自己肯

定感の向上を図

る。 

 

①外部の関係機

関の人材と連携

し、支援体制の

充実を図る。 

 

 

・学校いじめ防

止基本方針に基

づく取組を徹底

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②生徒が主体的

に活動し、自己

肯定感が高めら

れる環境づくり

を進める。 

①ＳＣやＳＳＷの存在の

周知を図る。また、生徒

に関する情報を迅速に収

集し、必要に応じてＳＣ

やＳＳＷにつなげる。 

 

・いじめの定義や基本認

識について教員・生徒に

周知徹底する。 

・いじめの原因につなが

るコミュニケーション能

力の育成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

②学校行事などで生徒が

主体的に活動できるよう

な環境づくりをする。 

 

 

①ＳＣやＳＳＷの

存在を生徒に周知

できたか。生徒の

情報を収集し精査

するシステムが構

築できたか。 

・いじめの定義や

基本認識につい

て、共通の概念を

もつことができた

か。 

・ホームルールや

集会等の機会を使

って、コミュニケ

ーションに関する

取り組みをおこな

うことができた

か。 

 

②学校行事や委員

会活動、部活動が

生徒主体の運営と

なっていたか。 

①全校集会の場

でＳＣを紹介し

た。生活アンケ

ートにいじめの

定義を明記し、

周知を図った。

「困ったシー

ト」を導入し、

生徒情報の収集

に努めた。 

また、年次のレ

クリエーション

等を通じて、円

滑な人間関係の

構築をはかっ

た。 

 

②昨年度と同様

に、事後アンケ

ートでは８割以

上の生徒がそれ

ぞれの目的を達

成できたと回答

した。 

①「困ったシート」の

利用件数がまだ多くは

ないので、次年度も周

知・活用を推進してい

く。 

コミュニケーション力

の育成は引き続き課題

とするところである。

取り組みの様々な形を

模索していきたい。 

 

②今年度も、中心とな

って活動を率いていく

生徒が少なかったこと

が一番の課題である。

また、中心になった生

徒とそれ以外の生徒の

取組姿勢に隔たりがあ

ることが散見された。 

・ＳＣの紹介や「困

ったシート」の導入

など新たな取組が見

られた。 

 

・生徒の内面的な 

課題解決に向け、Ｓ

ＣやＳＳＷとの連携

を今後も充実させて

ほしい。 

・「困ったシート」等

を通じて多くの職員か

ら生徒情報を収集する

ことを試みたが、「困

ったシート」等の存在

はいまだ浸透している

とは言えない状況であ

る。 

 

・ＳＣ、ＳＳＷについ

ては存在の周知を図っ

ているが、具体的な利

用の仕方や相談内容に

関しては、教員も含め

て理解が不十分な面が

ある。 

・生徒情報をよりス

ムースに収集できる

ようなシステムづく

りに努める。 

 

 

 

 

・生徒のみならず、

教員に対しても、Ｓ

ＣやＳＳＷの存在と

その意義を伝える機

会を設け、充実した

連携体制の構築につ

なげる。 
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３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとり

が将来性、計画

性を踏まえて自

己実現ができる

進路指導の充実

を図る。 

①多様な課題を

抱える生徒に対

応するキャリア

サポート体制の

充実を図る。 

 

 

①年次段階に応じ、総合

的にキャリア支援計画を

企画実行する。 

・各年次で進路ガイダン

ス等を活用し、生徒一人

ひとりの進路実現に向け

支援する。 

・進路に関する情報を保

護者に周知することで家

庭との連携を深める。 

 

①生徒の進路意識

向上につながる取

組ができたか。生

徒一人ひとりの進

路実現が達成でき

たか。進路カルテ

の活用度が増した

か。 

・生徒の進路実現

を支援するガイダ

ンスを開催できた

か。 

・進路に関する情

報等を保護者と共

有することができ

たか。 

①年次段階に応

じたキャリア支

援の取り組みを

実施できた。 

・業者等を活用

し、新入試制度

についての情報

提供を行うこと

ができた。 

・保護者を対象

とした、年次段

階に応じた説明

会を行うことが

できた。 

①進路カルテについて

は年度末の利用にとど

まったので、より効果

的な活用について考え

ていきたい。 

・進路を含めた生徒の

問題を担任が抱えてい

る現状がある。生徒と

担任双方のサポート体

制を考える必要があ

る。 

・生徒のニーズに合

ったキャリア教育の

充実に今後も努めて

ほしい。 

 

・進路カルテの継続

的・計画的な活用は

有効である。 

 

①生徒一人ひとりの進

路実現に向けての手厚

い対応を今後も継続し

てゆくとともに、将来

の職業選択に向けての

知識やキャリア教育を

積み重ねてゆく必要が

ある。 

・進路ガイダンス等、

年次段階に応じたキャ

リア教育計画について

より検討を重ねる。 

①1年次から職業理解

に係るキャリア教育

を計画し、ハローワ

ーク等外部機関と連

携しながら、将来を

見据えた進路指導と

キャリア教育を展開

してゆく。 

・生徒情報の共有化

に努め、進路を含め

たサポート体制の充

実を図る。 

・生徒の成長の記録

としての進路カルテ

の活用を図る。 

４ 地域等との協働 

地域に理解さ

れ、信頼される

活動を推進す

る。 

 

①地域との連携

を推進し地域貢

献活動に積極的

に取り組む。 

 

 

・防災活動につ

いて地域との協

働を図る。 

 

 

 

②教育活動の情

報発信の充実を

図る。 

①生徒会活動などを通し

て地域の小中学校等との

連携活動を行い、生徒一

人ひとりが社会の中での

役割と責任を果たす機会

を充実させる。 

・厚木市や近隣自治会と

連携・協議して「避難所

初動マニュアル」を整備

する。 

 

 

②ホームページのＣＭＳ

化への円滑な移行をする

とともに、教育活動の目

的や生徒の活動の様子を

発信し、本校への理解度

を図る。 

 

①地域の小中学校

等との連携活動を

増やし、内容を充

実させることがで

きたか。 

・厚木市や近隣自

治会と連携・協議

をして「避難所初

動マニュアル」を

整備できたか。 

 

 

②ホームページの

ＣＭＳ化への円滑

な移行ができた

か。また、情報提

供の媒体として、

活用度が向上し、

見やすさが改善さ

れたか。 

①生徒会役員の

生徒が、厚木二

小の毎年恒例の

イベントでさま

ざまなゲームや

スポーツのサポ

ートを行った。 

・厚木市より本

校を避難所とす

る自治会が指定

されておらず、

整備に至ってい

ない。  

 

①今年度も、本校の初

任者と生徒が厚木二小

のイベントに招待さ

れ、児童たちと活動を

共にすることができ、

双方によい刺激になっ

たようだった。今後も

さまざまな形で地域と

の連携に取り組む必要

性を感じる。 

・厚木市と連携をはか

り、本校を避難所とす

る自治会を早急に指定

するよう働きかける。 

・厚木第二小学校と

の交流の一層の活性

化を図れる取組がで

きるとよい。 

 

・自然災害が毎年起

こる中、地域との連

携に今後も努めてほ

しい。 

①厚木二小学校のイベ
ントでは、本校の初任
者と生徒が小学生と楽
しく交流することがで
きた。しかし、例年、
小学校側の準備期間が
短くなってきていて、
本校からの提案ができ
なくなってきている。 
・学校周辺の清掃活動
や岡田保育園の防災訓
練への協力などを継続
している。一方、避難
所として厚木市や地元
自治会と協働した運営
委員会の設置が遅れて
いる。 
 

①厚木二小学校との
交流については、日
程が固まりしだい打
合せをして、イベン
ト内容の充実をはか
っていく。 
・地域の清掃活動、
岡田保育園の避難訓
練への協力は今後も
継続し、「避難所運
営委員会」の設立に
は、厚木市にさらに
強く働きかける。 

 

５ 
学校管理 

学校運営 

安全・安心な学

校づくりのため

に三課程が連携

して教育活動を

展開する。 

 

 

 

 

フレキシブルス

クールとして三

課程の情報共有

を推進する。 

①学校運営マニ

ュアル等の内容

の充実を図る。 

・三課程で連携

実施する防災訓

練を発展させ

る。 

 

 

②ＩＣＴ機器の

利活用により、

学校運営の円滑

化をさらに推進

する。 

①安全安心な学校に向け

た管理計画の内容充実と

周知を図る。 

・三課程が協力して、教

員主導でなく生徒主体の

実践的な防災訓練を計画

し、実施する。 

 

 

②ＩＣＴ機器の利活用を

一層勧めるための研修を

実施し、教職員のスキル

アップをはかる。 

①学校運営マニュ

アル等の内容の充

実を図れたか。 

・実施要項に基づ

き、生徒主体の三

課程合同の防災訓

練が実施できた

か。 

 

②研修会の内容

や、その後の教職

員の利活用状況に

変化が見られた

か。 

①学校防災マ

ニュアルの簡

易版を全職員

に配付し周知

した。 

・今年度も三課

程避難訓練を実

施することがで

きた。 

 

①濾水器使用研修会や

防災訓練時に防災備蓄

品を点検するなど活動

の充実を図った。 

・避難の訓練は問題な

くできることがわかっ

た。今後は様々な災害

を想定した訓練を計画

したい。 

・三課程の連携・協

力が進んできてい

る。本校の大きな特

徴で強みである。 

①各課程での防災訓練
の他に三課程合同の防
災訓練を実施して、安
全・安心を担保してい
るが、近年の気候変動
の影響から台風による
大雨や洪水の危険が増
加している。 

 

①本校の生徒のみな
らず、近隣住民も含
めての安全・安心を
考えた防災計画、備
蓄計画を考える必要
がある。 
 

 

 


